
これは先に托 11,Puoff (1965)がBiの音速は融点で 1645rB/S′ec だ
I

が,290oC 附近までは変 らず, 298oC か らノ4DOoC まで非直線的に下ると

発表 したものl,71対 して,行なわれたものである O この二つの発表からみ るとBi

の音感には二つの問題点があるO-つは融点以上 20-30℃の間音速一定の部

分があるか と言 うことと,音速の温度に対する非直線性の問題である｡これに

対して多 くの精密測定を行な ったが,融点以上での音速一定の温度範囲は存在/

しないらしいことは判明したが.音速の非直線性が存在するかどうかは末だよ

く分 らない｡
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液体金属におけるイオy問相互作用

と分子論的性質

北 大 理 下 地 光 .雄

液体金属中でイオン同志が及ぼ しあう相互作 用ポテンシ′ヤルの具体的な形は

現在の所,回折実験値に好 して液体論におけるfk'rn-Green,Percus-Yevick

などの積分方程式を剛 ､て求められている0 1)しかし I) 実験 data の誤差,

iI)積分方程式自体に含まれる近似による誤差などにより定量的精度につ いて

は尚将来の発展にまたねはならない o Mik｡1｡棒 よぴPi｡gs私 ,アルゴンの回

折実験の結果を王せNC.PYの積分方程式を用いて解析したが,その賠果, ポチ

y Vヤルの谷の深さが密度 と共虻変化 してお り,多体力の効果を無視 し得ない
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ことを示したのは興味ある示唆を与えるO_また液体金属の転勤型イオン間ポ≠

ンVヤルが電子による遮蔽効果に よって生ずるとい う立場をとれば.
5)

払rrison

の指摘するような困難を生ずるo Lか Lncarlyfreee一ectronmodeIの妥 当

性, 七ore 間の反頼力等を考慮すれば議東 も変わるか も知れない｡Paskin-

Rahman4)Qこよる 2体相関函数の再現計算はMarch等のポテ ンシャルが近似的 な

ものである限 り,実測値 と一致 しな･L､のは当然といえようOAshcroft-Lekner

等 5)によって示 されT=ようにp--Y式に よる剛体球模型はかな り層 折曲線を宵

現するO

ペアポチ∴/Vヤル の値が きまれ昼,残 り竺)議論は通常の液体論 をそのまま用

いることがで きるo JHRダボテンレヤルを用いて計算 した表面張力,粘性, 自

己拡散等の値は大 体 実 験値に近いolふ乃(多 くの場合' PY式によるものよ｡,も

BG式によるものの方がよい-敦を示す)
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